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１．研究計画の概要 
 本研究は、都市域でのペルフルオロ化合物
の都市環境域内での動態解析とヒトへのリ
スク低減シナリオ提案をめざすものである。
都市水環境系での PFOS/PFOA を中心とする
有機フッ素化合物の挙動に加え、産業社会系
の動態を研究し、総合的にヒトへの暴露実態
を評価する。また、炭素鎖の異なるペルフル
オロ化合物（PFCs）、その各種テロマーなど
それらの前駆体、有機フッ素全量、さらには
それらの吸着態など、多様な関連物質につい
ても対象とする。 
 1 年目は、PFCs の一斉分析条件の検討、
PFCs の浮遊物吸着態の抽出方法の開発、全有
機フッ素量測定、水環境中での動態調査、都
市水環境での水循環調査、フッ素関連会社と
関連企業間の産業連関構造解析を実施する。 

2 年目は、前年度に引き続き PFCs の浮遊
物吸着態の抽出方法の開発、全有機フッ素量
測定、水環境中での動態調査、都市水環境で
の水循環調査、フッ素関連会社と関連企業間
の産業連関構造解析を行い、さらに固体中の
PFCs 測定法検討、PFCs ポテンシャル量測定
法開発、浄水場での挙動調査、下水処理場で
の挙動調査、降水および降塵負荷調査を行う。
加えて、フッ素系商品の全マスフロー推定、
市場製品中のフッ素および PFCs 含有量調査
を行う。 

3 年目は、前年度に引き続き PFCs ポテン
シャル量測定法開発、水環境中での動態調査、
浄水場での挙動調査、下水処理場での挙動調
査、降水および降塵負荷調査、フッ素系商品
の全マスフロー推定、市場製品中のフッ素お
よび PFCs 含有量調査を行い、さらに大気成
分中の PFCs の測定法検討、大気中の含有量
モニタリング、市民の PFCs 含有物質の利用

状況アンケート、フッ素各成分の都市社会内
マスフロー詳細解析を行う。 
最終年度は、前年度に引き続き大気中の含

有量モニタリング、フッ素系商品の全マスフ
ロー推定、市場製品中のフッ素および PFCs 
含有量調査、市民の PFCs 含有物質の利用状
況アンケート、フッ素各成分の都市社会内マ
スフロー詳細解析を行うとともに、以上の結
果を集約し、都市、水環境・社会環境合体の
PFCs 動態把握モデルの開発とその定量結果
評価、PFCs 動態把握モデルに基づくリスク
回避シナリオの作成を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

PFCs の浮遊物吸着態の抽出方法の開発で
は、従来提案してきた高速溶媒抽出法よりも
より迅速な抽出方法の検討を始めた。具体的
には、超音波や溶媒による振とうによる抽出
を試みている。全有機フッ素量測定では TOX
計による分析手法の検討を行った。前躯体の
分析方法の検討では、GC-MS による FTOH3
種の分析条件の検討を行った。検討段階では
あるが、一部実産業廃水から数百 ng/L 程度の
FTOH を検出した。従来、大気中での検出が
主体であった前躯体が水環境中にも存在す
ることが分かれば、下水処理場等における特
殊な挙動の解明に役立つと推察される。水環
境中での動態調査では、ベトナムハノイにお
ける PFCs 挙動調査を実施し、2006 年時と比
較し約 5 倍 PFOS 濃度が上昇していることが
明らかとなった。また一部地下水からも PFCs
が検出された。浄水場、下水処理場での調査
では、滋賀県の流域下水処理場において挙動
調査を実施し、生物反応槽での PFCs の上昇
傾向に直鎖の長さが関係していることが明
らかとなった。現在は、活性汚泥による吸着
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過程について詳細な検討を進めており、前駆
物質を含めた挙動を明らかにすることを目
的としている。大気中の有機フッ素化合物類
の調査としては、ハイボリュームエアサンプ
ラーを大阪に設置し、吸着したサンプルから
FTOH を GC-MS にて分析するための諸条件
の検討を行った。その他、各種部品からの
PFCs 溶出試験を実施したところ、一部の部品
から溶出することが明らかになった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 全体的に概ね順調に研究を推進している
が、降水および降塵負荷調査、市民の PFCs 含
有物質の利用状況アンケートの進捗が遅れ
ている。一方で、水環境中での挙動調査や
FTOH の分析、処理装置の開発については、
当初の予定以上に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度に遅れている研究を推進し、当初の
予定通りの計画を遂行する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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